
 

 

 

 

 

 

 

第 42回運動会特集 

～児童生徒の運動会作文①～ 
校長 森 勝義 

 小学部三年一組 作文 テーマ「運動会」 

「力をあわせた運動会」                        小ざかい ひろや 

 土曜日、運動会がありしました。まず始めに、八十メートル走では二位になってしまったけど、

さいごまであきらめずに力を出し切れたのでまんぞくしました。 

 次に大玉ころがしで力を合わせておしたので早く進むことができました。練習の時、横の子が

ころんでしまったから、今回ころばないように注意しながらころがしました。その後、トルネー

ドせん風をやりました。トルネードせん風では、ぼうを持って思いっきり走ったけど、スムーズ

にポールのまわりを回ることができなくてくやしかったです。さいごに玉入れでした。玉入れの

かごが高かったので入れるのはともてもむずかしかったので、ぼくのなげた玉が入った時はとて

もうれしかったです。ゆうしょうは白組でした。ぼくたちの赤組は負けてしまったけど、クラス

全員で力をはっきできて、運動会を楽しめたのでうれしかったです。 

「うんどうかい」                          しいな しゅんすけ 

  ぼくは、運動会のおわりのとき、すごくくやしいと思いました。なぜなら、いままで一ども

運動会で勝ったことがないからです。理由はもう一つあります。それは、トルネードせん風、大

玉ころがし、玉入れで、負けたからです。 

 玉入れは、太陽がまぶしすぎて、顔を上げることができなかったので、下なげでしかなげるこ

とができませんでした。今年の運動会もとても楽しかったです。 

「うんどうかい」                           いたがき えま 

 わたしは、うんどうかいで一番楽しかったしゅもくは、玉入れです。かごの中に玉をいれるの

はむずかしかったけれど、わたしの玉が入った時は、とてもうれしかったです。赤組は負けてく

やしかったけれど、みんなで力を合わせてがんばったので楽しかったです。 

「うんどうかい」                            夏井坂 結佳 

 わたしは、ときょうそうで負けたことがくやしかったです。なぜかというと、一いをとるもく

ひょうだったのに、白組の子が早くておいつけませんでした。でも二いをとれてうれしかったで

す。来年はときょう走で一いをとれるようにがんばりたいです。 

「うんどうかい」                              橘 凛果 

 土曜日に、運動会がありました。今年は、赤組でした。わたしが一番楽しかったきょうぎは、

玉入れです。玉を入れるのは、むずかしかったけどみんなでやるのは、楽しかったです。だけど、

三年生は負けてくやしかったです。今年は赤組が負けてかなしかったです。 

「うんどうかい」                           のさく ゆずき 

 わたしはうんどうかいでいろんなことをしました。さいしょにときょうそうをしました。みん

なはしるのがはやかったです。つぎに、トルネードせんぷうをしました。四人でいきをぴったり

するのはむずかしかったです。つぎに大玉ころがしをしました。 
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大玉をころがすのはちょっとむずかしかったです。さいごに、玉入れをしました。玉がいっぱい

入ってよかったです。でも、負けちゃったのでちょっとだけくやしいけどいいけいけんになりま

した。  

 

バトンをつなぐ                          ６年２組 長谷川 桜 

 

「もうすぐ自分の番がくる。」 

すごくドキドキした。今年の７月に日本からここインディアナに引越し出来て今日、日本語学

校の初めての運動会。私は紅白対抗リレーの選手に選ばれた。リレーの選手を決めるときは緊張

したけれど、なれるとうれしくてワクワクしていた。「これで選手が決まる。」と思うとドキドキ

したけれど、何とか２位でリレーの選手になることができて、すごくうれしくて、みんなの分ま

でがんばろうと思った。 

 リレーはチームワークが大切で、特にバトンをメンバーに引き継ぐことが、勝負のカギとなる。

練習の時、バトンをもらう時は、しっかり手をのばして相手が渡しやすいようにした。バトンを

渡すときは、バトンを落とさないようにするために。左手でバトンを渡した。もうすぐリレーの

本番だ。練習した通りに出来るのか少し心配したけれど、バトンを受け取ることはできた。200Ｍ

は長かったけれど、しっかりバトンを渡すことができてよかった。しっかり自分の力を出し切る

ことができた。 

来年は１位になれるようにたくさん走って。運動会をみんなで今年以上に楽しみたい。 

 

 

１位になったおしりでバンバン                  ６年２組 高橋 悠珠 

私がおしりでバンバンのスタート地点に立つと、心臓がバクバクしていました。なぜなら５年

生の時も１位だったから今年も１位になれるかどうか心配だったからです。 

「ピッ」っと先生が笛を吹いた時、私は全速力でなわとびを飛んで、走り出しました。走ってい

る時、白組のみんなから応援されてうれしかったです。私はその応援でもっとやる気が大きくな

りました。風船を割る時、いきおいを付けたので、一発で割れて「よし」と思いました。「よし」

と思った時、少し緊張がほぐれました。バスケットのドリブルも全速力で走って、ゴールを目指

しました。自分が最初にゴールを切った瞬間はとてもうれしかったです。 

２年連続で１位になれたので、アメリカでの最後の運動会は、すごくいい思い出に残りました。 

 

 

 

◎９月 27日   ＜投稿作品＞  土曜パラダイスで紹介 

小学 4年 1組 北川 ゆま  「運動会 白組負けて くやしいな」        

小学 3年 2組 読み人知らず 「晴れました テルテル校長 ありがとう」 

小学 3年 2組 山崎 みのり 「ねむすぎて おきれぬあさに がっこうだ」 

小学 6年 1組 濱石 朋佳  「真夜中に 夜道を照らす お月さま」                    

 小学 6年 1組 清水 彩加  「ハロウィン かそうたのしみ なにきよう」 

 小学 6年 1組 青山 陽   「真夜中に 家族みんなで お月見だ」 

小学 6年 1組 小澤 玲奈  「お月さま 世界を照らす ライトだよ」 

小学 6年 1組 町田 雛実  「日本でね とても大きな 月を見た」 

小学 2年 1組 白井 朝陽  「あのサイ まだななさいなのに てんさいだ」 

 小学 2年 2組 後藤佑一朗  「ようかいに ようかい」 

 小学 4年 2組 細江 悠稀  「なごやの一日は なごやか」 

 

  

 

   
 

 

 


